
適切な支援は的確な理解から！

学校適応感尺度(ASSESS)

　学校環境適応感尺度「アセス」（ASSESS：Adaptation Scale for School Environments on Six Spheres）は、子どもたちの

学校における適応感を多面的に測定するためのアンケートです。全体的な適応感である生活満足感や、教師や友人からのサ

ポート、向社会的スキル、学習的適応、さらに被害感がないかという非侵害感の6つの観点から構成されています。

　学校適応感は子どもたちの主観ですので、教員の日常の見立てと異なる結果になることもあり、

両者を合わせて考えることでよりキメの細かい支援が可能となります。

　不登校予防として、いじめや孤立の把握や教師の支援の仕方を振り

返るのに大変効果的です。

 学校外の危険因子の可能性も予測！

 個別と学級の状況が一目でわかる！

 同年代の子どもの数値と比較した偏差値を算出
 →少人数や小規模校でも正確に状態が把握できる

 でたらめ回答・注意散漫・LDなどの可能性も見抜く

 アンケート項目は34項目だけなので実施が短時間

アセスが生まれた経緯

元高校教師で小中学校の学校現場からも相談や研修依頼を受けて
いた当法人の代表は、当初から既存のアンケートでは「コストが
高い」ことや「すぐに結果が出ない」「学校外の影響がわからない」
など課題・限界を感じていたことが開発の経緯です。

なぜ今アセスなのか

学校現場では世代交代が大きく進む一方で、子どもたちのニーズ
は多様化し、いよいよ子ども理解・学級理解の能力は担任教師一
人に任せるべきではない時代になりました。担任の日々の感覚と
合わせて、客観的な指標としてのアンケート調査が必要です。

初任者の頃から毎学期、アセスを活用し
た学級経営を行っています。私はアセス
を活用することで、学校以外での子ども
の姿を知ることができ、保護者との連携
にも役立てています。学校では楽しそう
なのに、生活満足感が低い子どもの原因
は何かを面接などで探るきっかけに、ア
セスが一役買いました。アセスを活用す
る際、特に１学期がとても重要でした。
それは、前担任が転勤していない際など、
子どもの様子を詳しく聞けないため、教
師への不信は無いか、友達と上手くいっ
ているか、などをアセスを使って把握で
きるからです。
（大川市立川口小学校　江藤　悠先生）

学校適応感尺度（ASSESS）の強み

学校適応感尺度（アセス）とは
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学校現場で選ばれています！

分析サポート

B-SAFE出力画面イメージ

学級の状態（能力や風土）がわかる
学級全体で注意すべき児童生徒が誰で
どこかが一覧でわかる

 ３つのシートでクラスがわかる

 いじめ対処だけでなく、予防も支援

 B-SAFEの使い方ビデオ
 （全体編）（有料）
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いじめの立場もわかる
例） 加害のみ、被害のみ、加害
被害両方、どちらもなし、
認知なしなど立場ごとの
人数と能力や風土がどこ
に位置しているか一目で
わかる

次の一手が見える
いじめを抑制すると認
められた９つの厳選さ
れた取り組みにおいて、
児童生徒の認識でどこ
が少ないかが一目で分
かり、次に何を取り組
んだらいいかのヒント
が得られる

認知のゆがみ？
クラスで目撃者も被害者も全然
いないのに、一人だけ被害・目
撃が多い場合など、敏感だった
り認知のゆがみがある要配慮な
児童生徒が見つかる可能性も！



分析サポート

アセス出力画面イメージ より良い学級のための尺度（B-SAFE）

個別の結果が数値と図でわかる

学級の分布状況が一目でわかる

学級全体で注意すべき児童生徒が誰で
どこかが一覧でわかる

特徴と対応案をまとめて表示

 ４つのシートでクラスが見える

 調査結果を入力後、その場で結果がわかる

 アセスの使い方ビデオ
 （全体編・学級編・個人編）（有料）
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個別支援か集団支援か
注意すべき児童生徒の数がす
ぐわかるので個別支援だけで
いいか、集団支援が必要かす
ぐ判断できる

形から特徴もわかる
例） 上と下が凹んでいると学校より
家庭に課題があるかも

これ１枚でプロの見立て
プロが見立てる観点で考えう
る配慮事項や児童生徒を示し、
マッチする対応案をAIで選出
して表示

いじめ対処も予防も支援する

 ネットいじめも把握！（不要の場合は，12項目削減可能）
 個別と学級の状況が一目でわかる！
 同年代の子どもの数値と比較した偏差値を算出

 →少人数や小規模校でも正確に状態が把握できる
 いじめがない学級でも予防すべき点の有無がわかる
 アンケート項目は最大55項目と少し多め

 →「いじめの実態」「支援すべき点」「支援方法」がわかる

より良い学級のための尺度（B-SAFE）の強み

　B-SAFEは、より良い学級のための能力と取り組み、友人や教師、経験に関する質問紙（scale for Better class on Skills, 
Actions, Friends/teachers and Experiences.：ビーセイフ）の略称です。
　いじめの実態把握だけでなく、対処したり予防できることを意識し、子どもたちが元気に生活できることを目的として、「子
どもたちの状態」「子どもたちのいじめに関する経験」「学級の取り組み」を尋ねています。
　B-SAFEは、全部で55問の質問からなり、比較的短時間（10分程度）で実施できます。
　いじめが起きていなくても学級の状態から危険性を予期できたり、具体的にどう言った取り組みが必要そうかわかるのが
特徴です。

B-SAFEとは

B-SAFEが生まれた経緯
いじめ自死が起きた教育委員会からの委託で、3年がかりでいじめ
実態把握及び対策を検討しました。その際、海外で実績をあげて
いる取り組みを参考にし、国内の2000人を超える子どもたちや保
護者、教員に調査協力いただき、B-SAFEの今の形に至りました。

なぜ今B-SAFEか
いじめ対策防止法が施行され、いじめ実態把握アンケートは広く
実施されるようになりましたが、まだ依然としていじめが減ってい
ません。それは、実態把握だけでなく、何が足りないのか、どこ
を伸ばしたらいいかが分からないからです。B-SAFEは各種のいじ
め行動と関連が深い特徴を多面的に尋ねています。

日本のいじめの現状
2013年にいじめ対策防止法が施行され、いじめ実態把握アンケー
トは広く実施されるようになりましたが、依然としていじめの認知
件数は増加傾向にあります（文部科学省，2021）。

いじめは、どの子どもにも起こり得るも
のとしながらも、教師はついつい「いじ
めがなければいい」と思いがちです。
B-SAFEの実施によって、こうした教師の
バイアスを排除した客観的な視点が得ら
れ，教師の日常的な観察や関わりと併せ
ることで、いじめの被害・加害のハイリ
スク生徒の存在や学校の取組課題等が明
らかになります。

（山県市立美山中学校　　　
大畑　祐司校長先生）

学校現場で選ばれています！

気になる子
なんだけど…


